
２月３日に第７回勉強会を行いました。会場参加33名、オンライン
13名、計46名で地域脱炭素への取り組みについて区と江戸川
電力より説明し、車座になって意見交換を行いました。

（仮称）
地域脱炭素を実現するための勉強会

第７回ふりかえり

令和8年2月発行

江戸川電力株式会社とは

区内にある民間企業４社と共同出資しており、
再生可能エネルギーの普及とともに、エネル
ギーの地産地消に取り組み、区内経済の好循
環に寄与します。

１－１．意見交換で出た主な質問

意見交換（エネルギーの地産地消に向けて）

Ｑ6：余剰電力の販売について、PPAで使い切れない電力が系統に
逆潮流しても問題ないか。

Ａ ：逆潮流自体の技術的部分は問題ありません。余剰電力の売買
についてはより高値で買ってもらい、収益化した上で事業の再
投資に回したいと考えています。

江戸川電力 代表取締役 肥沼氏

～東京23区で初めての地域エネルギー会社が誕生～

サービス内容（案）

初期費用・メンテナンス費用０円
で戸建て住宅に太陽光発電設備
を導入
太陽光で発電された電気を使っ
た分だけ使用料として支払う

地域を支える
会社なんだね！

Ｑ2：江戸川電力の今後のスケジュールは？

Ａ ：準備が整い次第、説明会を実施していき、モニターを募集します。
遅くとも夏には1件目を開始し、年内に50件の実施を目指します。

Ｑ3：省エネ施策との連携はどのように考えているか。家の価値を
上げることに繋がる取り組みだと思う。

Ａ ：東京都のHTTに基づいて順次省エネも考えていく予定です。
具体的にはこれから検討していきます。

Ｑ1：江戸川電力に関する問い合わせ先はどこか？
Ａ ：現在準備中です。3月には体制・Webサイトを整備し、説明会等
にて周知していく予定です。

Ｑ4：PPAは戸建て限定か。集合住宅は対象とするか。
Ａ ：まずは戸建てから取り組みますが、将来的には、集合住宅にも
取り組みたいと考えています。ただしオーナー・住民全員の合意
形成が前提と思われます。全量売電して利益を電気料金に還
元したり、共益費等の積立金に充てる仕組みも一案です。

勉強会の様子

１－2．意見交換で出た意見

Ｑ7：電気料金をサブスクリプション型にするのはどうか。
Ａ ：目指したいプランではありますが、まずは実績を作る必要があ
り、そのために電気料金を29円kW/hとして一律に定める予定
です。拡大すればさらに安価に提供できます。その先に定額と
いうプランの可能性もあります。

江戸川区ホームページ
江戸川電力株式会社が
設立されました

Ｑ5：既に太陽光を設置しており、FITが終了した家庭の電力も買い
取るのか。

Ａ ：将来的にはその想定もあります。可能であれば他よりも高く買
い取りたいと考えています。

地域脱炭素を地域の成長戦略の手段として捉える新たな視点
を得た。江戸川電力の事業が煮詰まっていないこの段階である
からこそ色々な議論ができると良い。



地域脱炭素へ向けた区の取り組み

出典：第7回勉強会 江戸川区資料より

※脱炭素＝地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出量を削減すること

江戸川区には気象庁から委嘱を受けた気象予報士がいます。子ども向けのお天気講座
や大人向けの気象・防災に関する講演会など幅広く対応していますのでぜひご相談くだ
さい。

開催日：主に平日10～17時、夜間・土曜応相談
時 間：1回30分～90分程度
対 象：区内の町会・自治会など
費 用：無料
講 師：江戸川区気象防災アドバイザー 藤井 聡（あきら）
問合せ：環境部気候変動適応計画課 植村

5662-0694（直通）

【開催例】
・子ども向け「ペットボトルに雲を作ろう・気圧の話と実験」
・大人向け「落雷事故に遭わないために～雨雲レーダーの活用」
・防災教育「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう」

「雲の世界～空から学ぶ天候急変のサイン」

江戸川区 藤井聡（あきら）気象防災アドバイザー

気象⇔防災学べるセミナーのご案内

ペットボトル

に雲が！

江戸川区の提案が東京都「ゼロエミッ
ション創出プロジェクト」に選定！

・東小松川3・4丁目・松江5丁目・船堀4丁目で
先行的に脱炭素化を目指します。

・東京都から2030年までに最大10億円の財政
支援などを受けることができます。

・当該地区で得られた成果は、必ず区内全域に
波及できるように取り組んでいきます。

地域脱炭素※とは、地域を主役として脱炭素を手段に暮らしを
豊かにする取り組み →エネルギーの地産地消が有効

〇ご案内

第８回勉強会：令和８年３月３０日（予定）
「地域ぐるみで脱炭素」勉強会
詳細は、随時ホームページをご覧ください→

〇問い合わせ

江戸川区環境部気候変動適応計画課
ＴＥＬ ０３－５６６２－０６９４（勉強会・気象防災セミナー）
ＴＥＬ ０３－５６６２－6745（地域エネルギー事業）


